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就
農
情
報

▼
受
講
料　

無
料（
教
科
書
代
な
ど
実
費
）

▼
募
集
定
員

　

▽
プ
ロ
農
家
育
成
コ
ー
ス　
　
　

20
人

　

▽
実
践
農
業
コ
ー
ス　
　
　
　
　

30
人

　

▽
特
別
セ
ミ
ナ
ー
聴
講
コ
ー
ス　

10
人

▼
申
込
期
間

　

１
月
23
日
月
〜
2
月
3
日
金

▼
出
願
方
法　

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

願
書
の
請
求
は
、農
大
ま
で
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

　

☎
2
4
8
-1
1
8
8

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
【
香
典
返
し
】

　

（
ご
芳
名
）　

（
住
所
）　

 

（
故
人
）

岩
田
ユ
ミ
子
様
（
七　

滝
）　

則　

昭
様

下
村　

省
吾
様
（
小　

坂
）　

ミ
ツ
子
様

栗
嶋　

德
博
様
（
七　

滝
）　

隆　

行
様

三
浦　

月
子
様
（
滝　

川
）　

光　

雄
様

米
村　

辰
喜
様
（
辺
田
見
）　

ア
キ
エ
様

野
村
ヨ
シ
子
様
（
上　

野
）　

干　

城
様

吉
永
フ
ミ
エ
様
（
辺
田
見
）　

忠　

雄
様

福
村　

陽
子
様
（
御　

船
）　

友　

久
様

永
本　

俊
博
様
（
滝　

川
）　

恭　

博
様

山
田
サ
ツ
ミ
様
（
木　

倉
）　

誠　

也
様

渡
邉
加
智
子
様
（
小　

坂
）　

利　

男
様

吉
本
ミ
ツ
エ
様
（
滝　

尾
）　

堀　

雄
様

宮
本
ち
な
み
様
（
田　

代
）　

末　

男
様

北
本　

憲
幸
様
（　

陣　

）　

ハ
ル
エ
様

山
田
ツ
タ
ヱ
様
（
滝　

尾
）　

功　
　

様

松
本
ツ
ル
子
様
（
御　

船
）　

又　

雄
様

池
上　

康
子
様
（
高　

木
）　

榮　
　

様

【
一
般
寄
付
】　

山
川　

長
行　
　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

御
船
町
の
自
然
と
環
境
を
守
る
会　

様

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

キ
ッ
チ
ン
ふ
じ　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

と
ら
や　

福
寿
亭　
　
　

様
（
滝　

川
）

Ｊ
Ａ
Ｍ
井
関
農
機
労
働
組
合
熊
本
支
部　

様

▼
会
長
杯 

 

（
11
月
27
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
滝
園
②
田
代
東
部
③
上
高
野

▼
野
崎
杯 

 

（
12
月
17
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
水
越
中
部
②
吹
野
2
③
木
倉
2

訂
正
と
お
詫
び

　

12
月
号
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
13
㌻「
ま
ち
の
わ
だ
い
」の
歳
ノ
神
の
社
を

交
換
作
業

　
（
誤
）12
石
の
干
支
が
ま
つ
ら
た
社

　
（
正
）12
石
の
干
支
が
ま
つ
ら
れ
た
社

▼
26
㌻「
人
の
う
ご
き
」の
人
口

　
（
誤
）男　
　
　
　

８
６
０
７
人

　
　
　

世
帯
数　

１
８
０
９
７
人

　
（
正
）男　
　
　
　

８
６
０
８
人

　
　
　

世
帯
数　

１
８
０
９
８
人

▼
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

　

☎
0
9
6
4
-2
3
-2
0
4
7

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園（
日
本
放
送
協
会
学
園
）は
、

平
成
24
年
度
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
同
学

園
は
、全
国
を
一
学
区
と
す
る
広
域
通
信
制

高
等
学
校
で
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
を
利

用
し
た
自
宅
学
習
と
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

教
育
シ
ス
テ
ム
で
受
講
で
き
ま
す
。
申
し

込
み
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
案

内
書
、願
書
請
求
、詳
し
い
内
容
は
直
接
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報
・
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
4
2
-5
7
2
-3
1
5
1

▼
対
象
者　

農
業
で
の
生
計
や
農
産
物
販

売
で
農
業
経
営
を
目
指
す
、お
お
む
ね
63

歳
以
下
の
人

▼
研
修
期
間

　

４
月
16
日
月
〜
12
月
12
日
水

▼
研
修
内
容　

▽
栽
培
技
術
講
義
、実
習
、

経
営
に
必
要
な
知
識
取
得
の
講
義
▽
農

業
の
新
技
術
、専
門
的
な
栽
培
管
理
技
術
、

問い合わせ
　御船警察署交通課
　☎282‒1110
　役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111

問い合わせ
　御船警察署交通課
　☎282‒1110
　役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111

問い合わせ
　御船警察署交通課
　☎282‒1110
　役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111

寄　

付

善
意
の
輪

　

高
速
道
路
で
近
頃
、
走
行
中
の
ト
ラ

ブ
ル
で
車
外
作
業
中
に
は
ね
ら
れ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
車
両
が
故
障

し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
路
肩
の
安
全
な

場
所
に
車
を
停
車
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

続
い
て
停
止
表
示
器
材
で
後
続
車
両
へ

知
ら
せ
て
、
安
全
な
場
所
へ
と
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
安
全

運
転
の
心
掛
け
も
必
要
で
す
。

▼
点
検　

運
転
前
に
燃
料
、
エ
ン
ジ
ン

オ
イ
ル
、
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
と
溝
、

方
向
指
示
器
を
確
認

▼
計
画　

長
時
間
運
転
は
避
け
て
、
適

度
な
休
憩

▼
情
報　

道
路
状
況
を
事
前
に
ラ
ジ
オ

な
ど
で
入
手

▼
距
離　

追
突
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
車

間
距
離
は
時
速
80
㌔
で
80
㍍
、
時
速

1
0
0
㌔
で
1
0
0
㍍
が
目
安
。
雨

や
タ
イ
ヤ
が
す
り
減
っ
て
い
る
場
合

は
、
こ
の
2
倍
が
必
要

▼
車
両　

ほ
か
の
車
両
の
急
ブ
レ
ー

キ
、
車
線
変
更
に
目
配
り

▼ 交通事故発生状況

※件数は12月末現在で、累計は1月からの数値です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況

　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

詐欺

空き巣

累　計

0件

10件

23件

6件

1件

5件

12月中

0件

1件

0件

0件

1件

1件

累　計

72件

397件

12月中

8件

28件

安
心
安
全
の
窓

そ
の
他

高
速
道
路
の
運
転
は
要
注
意
を

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
を
募
集
し
ま
す

農
業
で
頑
張
る
人
を
応
援
し
ま
す

募集受付は2月1日水から始まります。詳しくは宇城募集案内所へお尋ねください。

項目 資格 試験日

5月12日土

5月12日土

5月18日金

幹　部
候補生

医科・歯科幹部

一般
技術

歯科
薬剤

20歳以上26歳未満、大卒は
22歳未満、大学院修士学位取
得者、自衛官は28歳未満

20歳以上30歳未満（薬剤は

28歳未満）、専門の大学卒

医師、歯科医師の免許取得者

広域通信制
ＮＨＫ学園高等学
校普通科

ＮＨＫ学園
コミュニティ・ボ
ランティア専攻

ＮＨＫ学園
生涯学習通信講座

ＮＨＫ学園
社会福祉養成課程

ＮＨＫのテレビやラジ
オの放送教育。3年間で
高卒資格取得

3年

6カ月～
2年

3カ月～
1年

1年～
2年

高校卒または
同等学力

中学校卒
高校中退

一般

一般は大卒。短期
は福祉系大の基礎
科目を履修卒

地域社会をつくるため
のコミュニティ・ボラ
ンティア育成

趣味、教養、語学、資
格のジャンル講座が
200種類以上

高齢者や障害者の相談
援助をする社会福祉士
の受験資格取得

コース 内容 履修年数 対象

九 十 九 折 隧 道 の
歴 史 的 価 値 探 る
　元禄年間（17世紀）に、木倉手永惣庄屋・
木倉太郎兵衛によって開削された元禄井手。
その後、百余年にわたって田代や上野の田畑
を中心に潤した。しかし、百数十年後の嘉永
年間（19世紀）に入ると、井手の水だけでは
足りず、少ない水を巡って争いが起きるあり
さまであった。その惨状を見かねた時の惣庄
屋・光永平蔵惟詳は、楠田順喜と、井手の大
改修を図った。そこには、水量を確保するた
めに不可欠な九十九折隧道の貫通が、最大の
難関として立ちはだかったのだった･･･。

第8回文化財研修会
1月 27日〔金〕　開催

一 念 岩 を も 徹 す

県文化財保護協会

　江戸時代に造られ、今なお御船の大地を潤
し続ける九十九折隧道。その歴史と価値を伝
えるため講演を開きます。文化財専門員が隧
道内部の調査結果を詳しく説明します。
◉時間　13時30分～15時30分
◉場所　カルチャーセンター大会議室
◉演題　「嘉永井手と九十九折隧道の意義」
◉講師　橋口剛士文化財専門員
◉入場　無料（定員120人）
◉問い合わせ　教育委員会社会教育課
　　　　　　　☎282-0888

みつながへいぞうこれよし

つ づ ら ず い ど う

光永平蔵惟詳


